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（
一
行
あ
け
） 

『
真
臘
風
土
記
』
記
載
の
染
織
品
に
関
す
る
一
試
論 

―

副
題
（
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４
ポ
イ
ン
ト
太
字
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（
一
行
あ
け
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水 

野 

さ 

や 

（
一
行
あ
け
） 

（
一
行
あ
け
） 

は
じ
め
に 

（
一
行
あ
け
） 

本
稿
は
、
モ
ン
ゴ
ル
（
元
）
時
代
に
お
け
る
ア
ン
コ
ー
ル
朝
の
宗
教
美
術
の

諸
相
を
、
「
モ
ン
ゴ
ル
（
元
）
」
と
い
う
時
代
の
フ
ィ
ル
タ
ー
、
す
な
わ
ち
、
元

の
宗
教
・
美
術
・
交
易
・
体
制
な
ど
に
よ
り
織
り
な
さ
れ
る
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通

し
て
眺
め
る
こ
と
に
よ
る
、
新
た
な
課
題
を
明
確
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
試
み
の

一
つ
で
あ
る
。〔
一
〕
一
三
世
紀
末
頃
の
ア
ン
コ
ー
ル
朝
の
様
子
を
伝
え
る
『
真

臘
風
土
記
』
記
載
の
染
織
品
を
入
口
に
、〔
二
〕
そ
の
受
容
の
あ
り
か
た
か
ら
導

き
出
さ
れ
る
当
時
の
宗
教
美
術
の
様
相
を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
ま
ず
、

本
稿
は
そ
の
〔
一
〕
に
あ
た
る
。 

お
よ
そ
一
三
世
紀
前
半
～
一
四
世
紀
後
半
に
わ
た
る
元
代
、
そ
の
時
代
の
ア

ン
コ
ー
ル
朝
の
宗
教
美
術
を
理
解
す
る
に
あ
た
り
、
な
ぜ
こ
こ
で
は
そ
の
宗
教

美
術
そ
の
も
の
が
考
察
対
象
で
は
な
い
の
か
。
先
述
の
よ
う
に
、
本
研
究
で
は

「
モ
ン
ゴ
ル
（
元
）
」
と
い
う
時
代
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
介
し
た
視
点
を
設
定
し
て

い
る
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
フ
ィ
ル
タ
ー
越
し
に
見
え
て
く
る

も
の
に
よ
り
、
大
規
模
宗
教
建
造
物
、
仏
像
・
神
像
の
造
立
と
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
、
刻
文
資
料
な
ど
の
多
少
の
み
に
制
限
さ
れ
な
い
、
新
た
な
視
座
を
設
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ア
ン
コ
ー
ル
・
ト
ム
内
の
プ

レ
ア
・
ピ
ト
ゥ
、
プ
レ
ア
・
パ
リ
ラ
イ
な
ど
、
既
設
寺
院
の
増
改
築
は
行
わ
れ

た
も
の
の
、
ア
ン
コ
ー
ル
・
ワ
ッ
ト
（
一
二
世
紀
前
半
）
や
バ
イ
ヨ
ン
（
一
二

世
紀
後
半
～
一
三
世
紀
初
）
の
よ
う
な
大
規
模
寺
院
建
築
の
新
造
は
、
こ
の
時

代
、
行
わ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
一
三
世
紀
前
半
ま
で
の
多
様
な
図
像
的
特
徴

を
示
す
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
お
よ
び
仏
教
（
大
乗
仏
教
系
・
密
教
系
）
の
尊
像
に
換
わ

り
、
こ
の
時
代
の
造
像
は
、
触
地
印
を
結
ぶ
如
来
坐
像
、
涅
槃
仏
、
仏
伝
お
よ

び
本
生
説
話
に
依
拠
す
る
造
像
な
ど
に
集
中
す
る
。 

そ
し
て
、
な
ぜ
染
織
品
な
の
か
。
染
織
品
も
ア
ン
コ
ー
ル
朝
当
時
の
作
例
が

現
存
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
が
、『
真
臘
風
土
記
』
に
お
い
て
、
様
々
な
交
易
品
、

国
産
品
の
製
産
と
受
容
の
な
か
で
、
染
織
品
は
記
載
さ
れ
る
頻
度
が
比
較
的
高

い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
人
々
の
生
活
に
用
い
る
衣
類
や
調
度
品
、
さ
ら
に
寺

院
・
仏
像
・
神
像
の
荘
厳
具
と
し
て
用
い
ら
れ
る
染
織
品
は
、
宗
教
美
術
の
展
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開
を
捉
え
る
上
で
、
十
分
な
関
連
資
料
に
な
り
得
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

松
浦
史
明
に
よ
る
ア
ン
コ
ー
ル
朝
の
刻
文
研
究
に
お
い
て
、
プ
レ
ア
・
カ
ン
碑

文
（
Ｋ
．
九
〇
八
、
一
一
九
一
年
）
に
刻
さ
れ
た
「
ロ
ー
ケ
ー
シ
ャ
な
ど
の
あ

し
に
設
置
さ
れ
た
蚊
の
た
め
に
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
中
国
絹
で
で
き
た
織
物
」〔
第
五

一
偈
〕
と
の
一
文
が
報
告
さ
れ
て
お
り(

１)

、
一
二
世
紀
後
半
の
ア
ン
コ
ー
ル

朝
に
お
い
て
、
染
織
品
（
中
国
産
絹
織
物
）
が
、
ど
の
よ
う
に
寺
院
・
仏
像
・

神
像
の
荘
厳
に
用
い
ら
れ
て
い
た
の
か
、
そ
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
宗
教
美
術
と
世
俗
（
非
宗
教
）
美
術
と
に
共
通
し
た
表
現
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
に
つ
い
て
、
染
織
品
と
比
較
し
た
宮
﨑
晶
子
の
論
著
も
あ
る(

２)

。 

『
真
臘
風
土
記
』
総
叙
に
よ
れ
ば
、
周
達
観
は
、
元
貞
乙
末
（
一
二
九
五
年
）

六
月
に
元
か
ら
真
臘
国
（
ア
ン
コ
ー
ル
朝
）
に
派
遣
さ
れ
た
使
節
団
に
随
行
し
、

翌
年
（
一
二
九
六
年
）
七
月
に
ア
ン
コ
ー
ル
朝
の
都
城
ヤ
シ
ョ
ー
ダ
ラ
プ
ラ
（
ア

ン
コ
ー
ル
・
ト
ム
）
に
至
り
、
約
一
年
の
滞
在
の
後
、
大
徳
丁
酉
（
一
二
九
七

年
）
八
月
に
四
明
（
寧
波
）
に
帰
着
し
て
い
る(

３)

。
こ
の
滞
在
時
に
現
地
で

見
聞
し
た
事
柄
を
ま
と
め
た
も
の
が
本
書
で
あ
り
、
帰
国
後
か
ら
周
達
観
が
没

す
る
一
三
一
二
年
以
前
ま
で
の
間
、
一
四
世
紀
初
頭
前
後
に
刊
行
さ
れ
た(

４)

。 

『
真
臘
風
土
記
』
は
、
現
地
の
当
時
の
文
字
資
料
（
主
と
し
て
刻
文
）
や
現

存
作
品
の
不
足
を
補
い
、
一
三
世
紀
末
の
ア
ン
コ
ー
ル
朝
の
様
相
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
資
料
と
し
て
、
染
織
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
も
、
多
く
引
用
さ
れ

て
き
た
。
国
内
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
染
織
品
に
関
す
る
研
究
と
し
て
、
岩
永
悦
子
、

植
村
和
代
、
小
川
紀
子
に
よ
る
論
著
が
収
録
さ
れ
る
『
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
染
織
』

が
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
。
福
岡
市
美
術
館
の
充
実
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
作
例
の

分
析
、
現
地
の
工
房
調
査
の
成
果
に
基
づ
き
、
豊
富
な
画
像
資
料
と
と
も
に
、

特
に
、
現
在
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
製
産
さ
れ
る
染
織
品
の
代
表
的
技
法
と
認
知
さ
れ

て
い
る
絹
の
緯
絣
に
つ
い
て
、
歴
史
、
技
法
、
モ
テ
ィ
ー
フ
に
関
し
ま
と
め
ら

れ
て
い
る(

５)

。『
真
臘
風
土
記
』
蚕
桑
条
の
、
真
臘
に
は
養
蚕
が
な
か
っ
た
と

す
る
記
述
な
ど
を
参
考
に
、
ア
ン
コ
ー
ル
朝
の
染
織
品
の
状
況
と
絹
織
物
製
産

開
始
時
期
の
検
討
も
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
内
戦
後
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
け
る

絹
織
物
産
業
の
文
化
構
造
と
い
う
観
点
か
ら
研
究
す
る
朝
日
由
実
子
も
、
ア
ン

コ
ー
ル
朝
期
の
染
織
の
歴
史
に
つ
い
て
言
及
す
る
が(

６)

、
や
は
り
、『
真
臘
風

土
記
』
を
引
用
す
る
。 

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
染
織
文
化
史
に
特
化
し
た
単
著
と
し
て
は
、G

re
e
n

の

T
ra

d
itio

n
a

l T
e
x
tile

s o
f C

a
m

b
o
d

ia
: C

u
ltu

ra
l T

h
re

a
d

s a
n

d
 M

a
te

ria
l 

H
e
rita

g
e

が
あ
る(

７)

。
本
書
に
お
い
て
も
『
真
臘
風
土
記
』
記
載
の
染
織
品

に
関
す
る
項
目
に
触
れ
、
ア
ン
コ
ー
ル
朝
に
は
イ
ン
ド
お
よ
び
中
国
か
ら
布
が

輸
入
さ
れ
て
い
た
が
、
中
国
産
の
布
は
主
に
衣
装
よ
り
も
パ
ラ
ソ
ル
や
内
装
用

に
利
用
さ
れ
、
イ
ン
ド
産
の
布
は
王
・
王
族
の
威
厳
を
示
す
衣
装
と
し
て
主
に

使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
神
像
彫
刻
な
ど
が
着
用
す
る
衣
装
の
形
態
か
ら
イ
ン

ド
文
化
の
影
響
が
強
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
指
摘
す
る
。 

 
G

re
e
n

は
、
バ
イ
ヨ
ン
（
一
二
世
紀
後
半
～
一
三
世
紀
初
）
の
内
廻
廊
お
よ

び
外
廻
廊
の
浮
彫
に
機
織
の
場
面
が
見
出
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
当
時
の
人
々
の

生
活
に
お
い
て
、
養
蚕
や
機
織
は
重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
推
察
し
て
い
る

(
８)
。
し
か
し
、
寺
院
建
築
に
お
け
る
浮
彫
は
、
王
国
の
中
心
寺
院
と
し
て
建

設
・
増
改
築
が
段
階
的
に
な
さ
れ
た
バ
イ
ヨ
ン
で
あ
れ
ば
な
お
の
こ
と
、
当
時

の
王
国
の
宗
教
理
念
に
お
い
て
判
断
さ
れ
た
モ
テ
ィ
ー
フ
が
選
択
さ
れ
て
構
成

さ
れ
る
た
め(
９)
、
一
概
に
、
養
蚕
お
よ
び
機
織
へ
の
意
識
の
高
低
に
は
直
結
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し
な
い
だ
ろ
う
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
「
養
蚕
」
の
有
無
の

問
題
も
あ
る
。
後
述
す
る
野
蚕
絹
糸
に
よ
る
染
織
品
の
存
在
を
否
定
す
る
こ
と

は
、
も
ち
ろ
ん
、
当
時
に
遡
る
現
地
の
染
織
品
資
料
が
現
存
し
て
い
な
い
現
状

に
お
い
て
、
肯
定
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。 

本
稿
は
以
上
の
先
行
研
究
の
上
に
あ
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
イ
ン
ド
産
と
中

国
産
の
織
布
の
受
容
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
は
、
結
果
的
に
、G

re
e
n

の
指
摘

を
な
ぞ
ら
え
る
に
と
ど
ま
る
が
、
や
や
異
な
る
観
点
か
ら
若
干
の
指
摘
も
加
え

て
お
き
た
い
。 

（
一
行
あ
け
） 

一 

『
真
臘
風
土
記
』
に
見
ら
れ
る
「
染
織
品
」 

（
一
行
あ
け
） 

ま
ず
、
本
稿
で
用
い
る
「
染
織
品
」
と
は
、
「
布
」
（
本
来
は
植
物
繊
維
に
よ

る
織
物
）・「
帛
」（
絹
織
物
）
な
ど
、
動
植
物
の
繊
維
を
そ
の
ま
ま
繰
っ
て
取
り

出
し
た
糸
、
な
い
し
、
そ
れ
ら
の
繊
維
を
撚
っ
て
で
き
あ
が
る
糸
で
織
り
上
げ

た
布
地
（
織
布
）
に
よ
り
成
形
さ
れ
る
も
の
を
指
す
。
衣
類
に
限
ら
ず
、
帳
幕
・

傘
蓋
な
ど
の
調
度
品
も
含
む
。 

染
織
と
は
「
染
め
も
の
」
と
「
織
り
も
の
」
の
総
称
で
あ
る
。
多
色
な
い
し

単
色
の
文
様
を
染
め
る
技
法
と
し
て
は
、
染
料
を
用
い
て
手
描
き
で
施
す
も
の
、

木
型
な
い
し
土
型
な
ど
に
よ
る
捺
染
、
型
紙
を
用
い
る
摺
込
の
他
、
防
染
処
理

を
数
回
に
渡
っ
て
行
い
、
染
め
分
け
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
多
色
文
様
を
表

す
技
法
と
し
て
、
糸
で
絞
る
こ
と
で
防
染
す
る
絞
り
、
板
締
め
に
よ
る
夾
纈
、

蠟
や
糊
を
手
描
き
で
塗
布
す
る
も
の
、
木
型
・
土
型
な
い
し
型
紙
を
用
い
て
防

染
材
を
塗
布
す
る
技
法
な
ど
が
あ
る
。
織
り
の
技
法
と
し
て
は
、
平
織
、
綾
織
、

捩
織
（
紗
・
羅
・
絽
な
ど
）、
紋
織
（
錦
・
金
襴
・
緞
子
な
ど
）
な
ど
が
あ
る
。

ま
た
、
織
り
上
げ
た
状
態
を
見
越
し
て
あ
ら
か
じ
め
染
め
分
け
た
糸
を
用
い
て

織
り
上
げ
る
の
が
絣
で
あ
る
。
特
に
絹
の
緯
絣
は
、
今
日
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お

け
る
伝
統
織
物
の
代
表
と
目
さ
れ
て
お
り
、
先
述
の
岩
永
・
村
井
を
は
じ
め
、

青
木
正
明(

10)

に
よ
る
実
証
的
な
復
元
研
究
も
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。 

な
お
、『
真
臘
風
土
記
』
の
染
織
品
に
関
す
る
記
載
に
お
い
て
、
以
上
の
よ
う

な
製
糸
技
法
や
染
織
技
法
が
特
定
さ
れ
る
箇
所
は
限
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
刺
繍

に
よ
る
色
柄
の
加
飾
、
編
物
・
不
織
布
な
ど
の
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
製
品
も
、
そ
う

で
あ
る
こ
と
が
明
確
な
も
の
は
本
書
に
は
見
出
せ
な
い
。 

以
下
、『
真
臘
風
土
記
』
の
各
条
に
記
載
さ
れ
る
染
織
品
の
様
相
に
つ
い
て
列

記
す
る
。
本
稿
で
引
用
す
る
『
真
臘
風
土
記
』
は
、
和
田
久
徳
訳
注
本
の
底
本

で
あ
る
嘉
靖
二
十
三
年
（
一
五
四
四
）
原
刊
の
古
今
説
海
本
に
よ
る
。
各
条
の

名
称
を
記
し
、
続
い
て
、
引
用
文
を
「 

」
内
に
表
す
が
、
頭
の
丸
数
字
、
引

用
文
中
の
傍
線
・
波
線
は
、
本
稿
を
読
み
進
め
る
た
め
、
便
宜
上
、
筆
者
が
付

し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
和
田
訳
注
本
に
お
い
て
は
、
説
郛
百
巻
本
（
元
末

明
初
の
陶
宗
儀
編
『
説
郛
』〔
佚
〕
を
、
張
宗
祥
が
六
種
の
明
鈔
本
に
よ
っ
て
校

補
し
民
国
十
六
年
〔
一
九
二
七
〕
に
刊
行
し
た
叢
書
）
に
よ
り
補
訂
さ
れ
た
箇

所
が
あ
る
。
本
稿
も
和
田
訳
注
本
の
補
訂
に
従
い
、〔 

〕内
に
そ
れ
を
付
し
た
。 

 服
飾 ①

「
自
国
主
以
下
男
女
皆
椎
髻
袒
裼
止
以
布
圍
腰
出
入
則
加
以
大
布
一
条
纏

於
小
布
之
上
」 

②
「
布
甚
有
等
級
国
主
所
打
之
布
有
直
金
三
四
両
者
極
其
華
麗
精
美
」 



 

- 70 - 

 

③
「
其
国
中
雖
自
織
布
暹
羅
及
占
城
皆
有
来
者
往
往
以
来
自
西
洋
者
為
上
其

精
巧
而
細
様
故
」 

④
「
惟
国
主
可
打
純
花
布
（
中
略
）
大
臣
国
戚
可
打
疎
花
布
」 

⑤
「
惟
官
人
可
打
両
頭
花
布
百
姓
間
惟
婦
人
可
打
之
新
唐
人
雖
打
両
頭
花
布

人
亦
不
敢
罪
之
」 

官
属 ⑥

「
傘
皆
用
中
国
紅
絹
為
其
裙
直
拖
地
」 

⑦
「
油
傘
皆
以
緑
絹
為
之
裙
却
短
」 

三
教 ⑧

「
班
詰
（
中
略
）
但
見
其
如
常
人
打
布
之
外
於
項
上
掛
白
線
一
条
」 

⑨
「
苧
姑
削
髪
穿
黄
偏
袒
右
肩
其
下
則
繋
黄
布
裙
」 

⑩
「
八
思
惟
正
如
常
人
打
布
之
外
但
於
頭
上
戴
一
紅
布
或
白
布
」 

人
物 ⑪

「
人
（
中
略
）
大
抵
一
布
経
腰
」 

室
女 ⑫

「
官
富
之
家
饋
以
酒
米
布
帛
檳
榔
銀
器
之
類
」 

⑬
「
既
昏
以
轎
傘
鼓
楽
迎
此
僧
而
帰
以
綵
帛
結
二
亭
子
則
坐
女
于
其
中
一
則

〔
坐
僧
于
〕
其
中
」 

⑭
「
後
当
以
布
帛
之
類
与
僧
」 

奴
婢 ⑮

「
少
壮
者
一
枚
可
直
百
布
老
弱
者
止
三
四
十
布
」 

野
人 ⑯

「
近
地
亦
有
種
荳
蔲
木
綿
花
織
布
為
業
者
布
甚
麤
厚
花
紋
甚
別
」 

死
亡 ⑰

「
人
死
無
棺
止
以
簔
席
之
類
蓋
之
以
布
其
出
喪
也
亦
用
旗
幟
鼓
楽
之
属
」 

貿
易 ⑱

「
小
交
関
則
用
米
穀
及
唐
貨
次
則
用
布
」 

欲
得
唐
貨 

⑲
「
以
唐
人
金
銀
為
第
一
五
色
軽
縑
帛
次
之
」 

⑳
「
其
次
如
真
州
之
錫
鑞
温
州
之
漆
盤
泉
州
之
青
甆
器
及
水
銀
銀
硃
紙
劄
硫

黄
熖
硝
檀
香
白
芷
麝
香
麻
布
黄
草
布
雨
傘
鉄
鍋
銅
盤
桐
油
箆
箕
木
梳
針
」 

蔬
菜 ㉑

「
木
綿
花
樹
高
可
過
屋
有
十
余
年
不
換
」 

蚕
桑 ㉒

「
〔
土
人
〕
皆
不
事
蚕
桑
（
中
略
）
僅
能
織
木
綿
布
」 

㉓
「
不
能
紡
但
以
手
〔
捏
成
〕
条
無
機
杼
以
織
但
以
一
頭
縛
腰
一
頭
搭
窻
上

梭
亦
止
用
一
竹
管
」 

㉔
「
近
年
暹
人
来
居
却
以
蚕
桑
為
業
桑
種
蚕
種
皆
自
暹
中
来
」 

㉕
「
無
麻
苧
惟
有
絡
麻
」 

㉖
「
暹
人
却
以
絲
自
織
皁
綾
衣
着
」 

㉗
「
暹
婦
却
能
縫
補
土
人
打
布
損
破
皆
倩
其
補
之
」 

器
用 ㉘

「
用
布
罩
国
主
内
中
以
銷
金
縑
帛
為
之
皆
舶
商
所
饋
也
」 

車
轎 ㉙

「
轎
之
制
以
一
木
屈
其
中
（
中
略
）
毎
頭
一
尺
内
釘
鉤
子
以
大
布
一
条
厚

摺
」 
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㉚
「
轎
則
又
加
一
物
如
船
篷
而
更
闊
飾
以
五
色
縑
帛
」 

国
主
出
入 

㉛
「
凡
出
時
諸
軍
馬
擁
其
前
旗
幟
鼓
楽
踵
其
後
宮
女
三
五
百
花
布
花
髻
手
執

巨
燭
」 

 

ま
ず
、
織
物
を
指
す
語
と
し
て
は
「
布
」
が
多
く
、
「
布
帛
」
⑫
⑭
、
「
帛
」

⑬
⑲
㉘
㉚
、「
絹
」
⑥
⑦
、「
綾
」
㉖
が
あ
る
。「
帛
」・「
絹
」・「
綾
」
は
家
蚕
絹

糸
を
用
い
た
織
物
で
あ
り
、「
綾
」
に
は
柄
織
り
（
紋
織
）
が
含
ま
れ
る
。「
布
」

は
、「
木
綿
花
織
布
」
⑯
、「
木
綿
布
」
㉒
、「
麻
布
」・「
黄
草
布
」
⑳
な
ど
の
用

例
か
ら
も
、
絹
以
外
の
繊
維
に
よ
る
織
物
で
あ
る
。
器
用
条
に
は
「
布
」
で
装

飾
さ
れ
た
罩
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
が
（
㉘
）
、
国
王
の
使
用
す
る
罩
に
は
舶
商

が
献
上
し
た
「
銷
金
縑
帛
」
が
用
い
ら
れ
る
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
、「
布
」
と

「
帛
」
は
区
別
さ
れ
、
そ
の
両
者
を
含
む
場
合
は
「
布
帛
」
と
な
る
。 

木
綿
花
樹
は
家
屋
の
屋
根
を
越
え
る
高
さ
に
成
長
し
十
余
年
植
え
換
え
る
必

要
が
な
い
（
㉑
）
、
国
内
に
麻
苧
は
な
い
が
絡
麻
は
あ
る
（
㉕
）
と
あ
り
、
木
綿

布
と
麻
布
は
、
ア
ン
コ
ー
ル
朝
内
で
自
生
・
栽
培
さ
れ
た
素
材
か
ら
織
り
出
さ

れ
る
も
の
も
あ
っ
た
。
少
年
・
壮
年
の
者
な
ら
ば
百
、
老
人
・
弱
人
の
者
で
は

三
十
～
四
十
に
と
ど
ま
る
だ
ろ
う
と
さ
れ
る
労
働
の
対
価
と
し
て
の
「
布
」
⑮
、

小
規
模
の
売
買
に
お
い
て
米
穀
な
い
し
中
国
製
品
に
次
い
で
用
い
ら
れ
る
「
布
」

⑱
の
よ
う
に
、「
布
」
が
銭
幣
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
る
が(

11)

、

こ
の
布
の
種
類
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
。 

欲
得
唐
貨
条
の
⑳
は
交
易
品
と
し
て
好
ま
れ
た
中
国
か
ら
の
産
品
に
つ
い
て

述
べ
た
一
文
で
あ
る
が
、
文
中
の
「
黄
草
布
」
に
つ
い
て
和
田
訳
注
本
で
は
不

明
と
さ
れ
、
元
の
一
統
志
に
湖
州
路
の
産
物
と
し
て
見
え
る
こ
と
を
指
摘
す
る

に
と
ど
ま
る(

12)

。
こ
こ
に
は
、
漆
器
や
青
磁
な
ど
、
中
国
か
ら
ア
ン
コ
ー
ル

朝
へ
の
交
易
品
の
リ
ス
ト
に
連
ね
て
い
る
こ
と
か
ら
、
舶
来
の
織
布
の
一
つ
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
元
の
『
大
徳
南
海
志
』（
一
三
〇
四
年
）
布
疋
条
に
「
白
番

布
花
番
布
草
布
」
と
あ
り
、
こ
の
う
ち
、
黄
の
「
草
布
」
が
「
黄
草
布
」
で
あ

る
な
ら
ば
、「
草
布
」
は
「
番
布
」
と
同
じ
よ
う
に
、
当
時
の
南
海
地
域
の
特
産

品
で
も
あ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
陣
毯
儀
礼(

13)

の
後

に
布
帛
の
類
い
が
僧
侶
に
贈
与
さ
れ
て
い
る
た
め
（
室
女
条
⑭
）
、
舶
来
品
の

「
黄
」
の
「
草
布
」
が
、
僧
侶
の
ま
と
う
黄
の
大
衣
・
裙
（
⑨
）
と
し
て
寄
贈

さ
れ
る
布
で
あ
っ
た
と
も
想
像
さ
れ
る
。 

な
お
、
こ
の
「
番
布
」
に
つ
い
て
、
例
え
ば
明
・
馬
歓
に
よ
る
『
瀛
涯
勝
覧
』

（
一
四
五
一
年
頃
）
占
城
国
条
に
「
国
王
（
中
略
）
身
穿
五
色
線
細
花
番
布
長

衣
下
圍
色
絲
手
巾
（
中
略
）
内
分
品
級
高
低
所
穿
顏
色
衣
衫
長
不
過
膝
下
圍
各

色
番
布
手
巾
」（
傍
線
は
筆
者
）
と
あ
る
よ
う
に
、「
絲
」
と
「
番
布
」
は
区
別

さ
れ
る
染
織
品
で
あ
る
。
同
じ
く
占
城
条
に
「
其
売
買
交
易
使
用
七
成
淡
金
或

銀
中
国
青
磁
盤
碗
等
品
紵
絲
綾
絹
燒
珠
等
物
甚
愛
之
」（
傍
線
は
筆
者
）
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
「
紵
絲
」
（
絹
織
物
、
特
に
緞
子(

14)

）
と
「
綾
絹
」
は
中
国
産
絹

織
物
を
指
す
。
ま
た
、
宋
・
趙
汝
适
に
よ
る
『
諸
蕃
志
』（
一
三
世
紀
初
）
巻
下

志
物
の
吉
貝
条
に
「
吉
貝
樹
類
小
桑
萼
類
芙
蓉
絮
長
半
寸
許
宛
如
鵝
毳
有
子
数

十
南
人
取
其
茸
絮
以
鉄
筯
碾
去
其
子
即
以
手
握
茸
就
紡
不
煩
緝
績
以
之
為
布
」

（
傍
線
は
筆
者
）
と
あ
り
、
吉
貝
樹
の
「
茸
」
を
紡
い
で
布
を
織
る
が
、「
吉
貝
」

は
現
在
の
中
国
語
名
で
「
吉
貝
木
棉
」、
別
名
「
美
洲
木
棉
」・「
爪
哇
木
棉
」
な

ど
と
呼
ば
れ
、
英
語
名
は
カ
ポ
ッ
ク
（K

a
p

o
k

：W
h

ite
 S

ilk
-co

tto
n

 T
re

e

）
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で
あ
る
。
そ
の
「
最
堅
厚
者
謂
之
兠
羅
綿
次
曰
番
布
次
曰
木
棉
又
次
曰
吉
布
」

（
同
、
吉
貝
条
）
と
さ
れ
る
た
め
、「
番
布
」
は
吉
貝
布
の
う
ち
二
番
目
の
ラ
ン

ク
に
該
当
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
木
綿
」
も
吉
貝
の
う
ち
に
含

ま
れ
て
お
り
、『
真
臘
風
土
記
』
記
載
の
㉑
「
木
綿
花
樹
」
も
こ
れ
に
当
た
る
と

思
わ
れ
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、
占
城
の
番
布
は
吉
貝
布
の
一
種
で
あ
り
、『
諸
蕃
志
』
巻
上

に
お
い
て
、
吉
貝
の
花
布
・
絲
絞
布
な
ど
が
占
城
国
の
特
産
品
と
さ
れ
て
い
る

（
「
土
地
所
出
象
牙
箋
沉
速
香
黄
蠟
烏
樠
木
白
藤
吉
貝
花
布
絲
絞
布
白
𣱃
簟
孔

雀
犀
角
紅
鸚
鵡
等
物
」
、
占
城
国
条
。
傍
線
は
筆
者
）
。
ま
た
、
元
・
汪
大
淵
の

『
島
夷
志
略
』（
一
三
五
一
年
）
の
都
督
崖
条
に
「
貿
易
之
貨
用
海
南
占
城
布
紅

緑
絹
鹽
鉄
銅
鼎
色
鞋
之
属
」（
傍
線
は
筆
者
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
番
布
（
吉
貝

布
）
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
「
占
城
布
」
が
、
交
易
の
対
価
に
用
い
ら
れ
る
ほ

ど
の
、
そ
れ
な
り
の
品
質
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 

「
布
」
を
着
衣
と
し
て
用
い
る
場
合
に
は
、
一
般
的
に
人
々
が
着
用
す
る
腰

布
（
①
⑪
）
、
班
詰
（
バ
ラ
モ
ン
僧(

15)

）
が
着
用
す
る
法
衣
（
⑧
）
、
苧
姑
（
上

座
部
仏
教
の
僧
侶
と
さ
れ
る(

16)

）
が
偏
袒
右
肩
式
に
ま
と
う
黄
の
大
衣
・
裙

（
⑨
）
、
八
思
惟
（
苦
行
者
の
意(

17)

。
シ
ヴ
ァ
派
の
修
行
者
か
）
が
ま
と
う
紅

な
い
し
白
色
の
布
⑩
、
遺
体
を
包
む
布
（
⑰
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
国
王
が
身
に
着
け
る
「
金
三
四
」
に
も
値
す
る
「
布
」
の
よ
う
に
、
布

に
は
等
級
が
あ
り
（
②
）
、
「
純
」
と
「
疎
」
の
区
別
が
あ
る
（
④
）。 

染
め
文
様
・
織
り
文
様
が
施
さ
れ
た
布
地
を
表
す
語
と
し
て
は
「
花
布
」
が

多
く
（
④
⑤
㉛
）
、
他
に
、
彩
り
の
あ
る
紋
織
の
絹
地
（
⑬
「
綵
帛
」
）、
金
銀
に

次
い
で
価
値
の
あ
る
物
品
と
し
て
取
引
さ
れ
て
い
た
彩
り
豊
か
な
薄
手
の
絹

（
⑲
「
五
色
軽
縑
帛
」、
㉚
「
五
色
縑
帛
」
）
、
金
糸
を
織
り
込
ん
だ
、
な
い
し
は

縫
箔
の
薄
手
の
絹
（
㉘
「
銷
金
縑
帛
」）
が
あ
る
。
ま
た
、
日
傘
に
用
い
る
中
国

産
の
紅
色
の
絹
地
（
⑥
「
傘
皆
用
中
国
紅
絹
」
）
、
雨
傘
に
用
い
る
（
中
国
産
の
）

緑
色
の
絹
地
（
⑦
「
油
傘
皆
以
緑
絹
」）
、
黒
色
（
濃
紺
な
い
し
濃
紫
）
に
染
め

た
綾
織
の
絹
地
の
衣
（
㉖
「
絲
自
織
皁
綾
衣
」
）
、
黄
色
を
呈
す
る
苧
姑
の
大
衣

と
裙
（
⑨
、
お
そ
ら
く
糞
掃
衣
と
し
て
樺
色
に
染
め
ら
れ
た
布
）
、
八
思
惟
が
頭

に
戴
く
紅
な
い
し
白
色
の
布
（
⑩
）
な
ど
の
色
味
が
認
め
ら
れ
る
が
、
染
料
ま

で
は
明
記
さ
れ
な
い
。 

な
お
、
染
織
品
の
優
劣
を
形
容
す
る
表
現
と
し
て
「
華
麗
精
美
」
②
、「
精
巧

而
細
様
」
③
、「
純
」・「
疎
」
④
、「
両
頭
」
⑤
、「
甚
麤
厚
花
紋
甚
別
」
⑯
な
ど

が
あ
る
。
ま
た
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
け
る
絹
織
物
製
産
の
開
始
時
期
に
つ
い
て

問
題
に
す
る
と
き
、
必
ず
触
れ
ら
れ
る
一
文
が
㉒
㉓
㉔
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に

つ
い
て
は
二
お
よ
び
三
に
お
い
て
取
り
上
げ
る
。 

（
一
行
あ
け
） 

二 

「
華
麗
精
美
」
・「
精
巧
而
細
様
」
な
「
花
布
」 

 

前
述
の
通
り
、『
真
臘
風
土
記
』
服
飾
条
に
、
国
王
（
国
主
）
を
は
じ
め
ア
ン

コ
ー
ル
朝
の
人
々
は
、
男
女
を
問
わ
ず
「
布
」
を
腰
に
巻
い
て
着
衣
と
し
て
い

る
が
、
国
王
が
身
に
着
け
る
よ
う
な
等
級
が
高
く
金
三
、
四
両
も
の
値
打
ち
が

あ
る
高
価
な
布
は
「
華
麗
精
美
」
で
あ
る
と
形
容
さ
れ
る
（
②
）
。
ま
た
、「
純

花
布
」
と
「
疎
花
布
」
が
あ
り
（
④
）、
「
純
花
布
」
は
「
花
布
」
の
良
質
な
も

の
を
指
す
と
解
さ
れ(

18)

、
そ
れ
に
対
す
る
品
質
も
の
が
「
疎
花
布
」
、
そ
の
両

者
を
指
す
の
が
⑤
「
両
頭
花
布
」
と
な
る
。
ア
ン
コ
ー
ル
朝
内
に
お
い
て
も
織
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布
は
製
産
さ
れ
て
い
た
が
（
③
「
自
織
布
」
、
⑯
「
木
綿
花
織
布
為
業
者
」
）、
そ

れ
ら
は
甚
だ
厚
ぼ
っ
た
く
柄
域
も
変
わ
っ
て
お
り
（
⑯
「
布
甚
麤
厚
花
紋
甚
別
」
）
、

暹
羅
（
ス
コ
ー
タ
イ
）
お
よ
び
占
城
（
チ
ャ
ン
パ
）
か
ら
持
ち
込
ま
れ
る
布
、

「
精
巧
而
細
様
」
で
あ
る
た
め
特
に
西
洋
（
南
イ
ン
ド
）
か
ら
持
ち
込
ま
れ
る

布
が
上
質
な
も
の
と
扱
わ
れ
て
い
た
（
③
）
。
先
述
の
占
城
の
「
花
番
布
」（
『
諸

蕃
志
』
巻
上
）
が
想
起
さ
れ
る
。 

ま
た
、
「
西
洋
」
が
指
す
範
囲
に
つ
い
て
は
、
元
・
汪
大
淵
の
『
島
夷
誌
略
』

（
一
三
五
一
年
頃
）
記
載
の
地
名
と
産
物
の
検
証
か
ら
、
南
イ
ン
ド
の
マ
ン
ナ

ー
ル
湾
か
ら
マ
ラ
バ
ル
海
岸
付
近
を
示
す
と
さ
れ(

19)

、
明
・
馬
歓
の
『
瀛
涯

勝
覧
』（
一
四
五
一
年
頃
）
古
里
国
条
に
「
即
西
洋
大
国
」
と
あ
り
、
古
里
国
（
カ

リ
カ
ッ
ト
）
を
拠
点
と
す
る
南
イ
ン
ド
を
指
す
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
「
華
麗
精
美
」
で
「
精
巧
而
細
様
」
な
布
が
ど
の
よ
う
な
染
織
技
法
に

よ
る
も
の
か
は
『
真
臘
風
土
記
』
に
お
い
て
は
明
記
さ
れ
な
い
が
、
タ
イ
産
、

チ
ャ
ン
パ
産
、
イ
ン
ド
産
の
布
に
つ
い
て
、「
印
花
布
」・「
団
花
文
」
な
ど
、（
他

の
布
地
と
の
識
別
に
お
い
て
）
文
様
表
現
に
特
徴
が
あ
る
よ
う
な
名
称
が
、
宋
・

趙
汝
适
の
『
諸
蕃
志
』（
一
三
世
紀
初
）
、
明
・
費
信
の
『
星
槎
勝
覧
』（
一
四
三

六
年
頃
）
な
ど
に
散
見
さ
れ
る
。
明
・
馬
歓
の
『
瀛
涯
勝
覧
』（
一
四
五
一
年
頃
）

に
お
い
て
も
、
「
西
洋
」
に
含
ま
れ
る
拠
点
の
一
つ
、
古
里
国
（
カ
リ
カ
ッ
ト
）

の
「
西
洋
布
」
が
高
値
で
売
買
さ
れ
て
お
り
（
「
西
洋
布
（
中
略
）
毎
疋
闊
四
尺

五
寸
長
二
丈
五
尺
売
彼
処
金
銭
八
箇
或
十
箇
」
、
古
里
国
条
）
、『
星
槎
勝
覧
』
で

は
「
印
花
被
面
手
巾
」（
古
里
国
条
）
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
印
花
（
木
型
な
い

し
土
型
に
よ
る
捺
染
）
技
法
に
よ
る
文
様
が
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。 

そ
の
他
に
も
、『
島
夷
誌
略
』「
爪
哇
国
」
の
「
色
印
布
」
、
同
「
萬
年
港
」
の

「
土
印
花
布
」
、『
星
槎
勝
覧
』「
暹
羅
国
」
の
「
印
花
布
」
な
ど
、
木
型
や
土
型

を
用
い
た
捺
染
、
な
い
し
は
、
木
型
や
土
型
を
用
い
て
糊
・
蝋
防
染
を
行
う
多

色
染
め
の
技
法
、
宋
『
諸
蕃
志
』
巻
上
「
占
城
」
の
「
花
布
」・「
絲
絞
布
」
、
同

「
蘇
吉
丹
」
の
「
五
色
纈
絹
」、『
宋
史
』
巻
四
八
九
列
伝
第
二
四
八
外
国
五
「
闍

婆
国
」
の
「
綉
絲
絞
」・
「
雜
色
絲
絞
」・
「
吉
貝
織
雑
色
絞
布
」
な
ど
纈
、
絞
な

ど
の
染
色
技
法
、
絣
な
ど
の
織
技
法
が
そ
れ
ぞ
れ
区
別
・
明
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
宋
・
元
・
明
の
史
料
に
お
い
て
は
既
に
技
法
が
明
確
に
識
別
さ

れ
、
各
地
の
特
産
と
し
て
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
留
意
さ
れ
る
。 

「
花
布
」
に
つ
い
て
、
一
様
に
「
更
紗
」（
模
様
染
め
の
木
綿
布
）
と
解
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る(

20)

。
し
か
し
、「
花
布
」
だ
け
で
は
そ
の
素
材
・
技
法
ま
で
は

限
定
で
き
な
い
。
東
南
ア
ジ
ア
・
南
ア
ジ
ア
の
い
わ
ゆ
る
「
更
紗
」
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
一
二
世
紀
か
ら
一
五
世
紀
前
半
の
間
に
、
上
述
の
よ

う
に
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
様
々
な
染
織
技
法
が
既
に
十
分
に
評
価
さ

れ
る
（
中
国
側
か
ら
目
が
と
ま
る
）
対
象
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
る
必

要
が
あ
る
。
ア
ン
コ
ー
ル
朝
に
お
け
る
「
花
布
」
も
、
よ
り
多
様
な
染
織
技
法

を
想
定
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

 

三 

家
蚕
と
野
蚕 

 

以
上
の
よ
う
に
、
ア
ン
コ
ー
ル
朝
で
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
「
花
布
」
は
、

必
ず
し
も
印
花
技
法
で
あ
る
必
要
は
な
く
、
絞
や
纈
、
絣
、
さ
ら
に
、
イ
ン
ド

産
絹
織
物
も
排
除
す
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
『
瀛
涯
勝
覧
』
（
一
四
五
一
年

頃
）
古
里
国
条
に
「
国
人
亦
将
蚕
絲
練
染
各
色
織
間
道
花
手
巾
闊
四
五
尺
長
一
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丈
二
三
尺
毎
条
売
金
銭
一
百
箇
」
と
あ
り
、
古
里
国
（
カ
リ
カ
ッ
ト
）
産
の
高

値
で
売
買
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
染
め
分
け
ら
れ
た
糸
で
織
る
絹
の

絣
か
と
思
わ
れ
る
織
物
に
つ
い
て
も
特
記
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
暹
（
羅
）
は
ス
コ
ー
タ
イ
朝
を
指
す
が(

21)

、『
真
臘
風
土
記
』
蚕
桑

条
の
暹
人
が
織
る
㉖
「
皁
綾
」
は
元
・
李
京
撰
述
に
よ
る
『
雲
南
志
略
』
諸
夷

風
俗
の
「
金
齒
百
夷
」
に
見
え
る
「
衣
赤
黒
衣
」
、
「
末
些
蠻
」
に
見
え
る
「
皂

衣
」
の
よ
う
に
、
タ
イ
族
の
本
拠
地
と
も
関
わ
る
中
国
南
部
の
染
織
品
の
イ
メ

ー
ジ
が
重
複
す
る
。
金
齒
百
夷
族
は
「
地
多
桑
柘
四
時
皆
蚕
」（
同
、
諸
夷
風
俗
）

と
記
さ
れ
て
お
り
、『
真
臘
風
土
記
』
蚕
桑
条
の
暹
羅
と
同
じ
く
、
養
蚕
が
行
わ

れ
て
い
た
。 

『
真
臘
風
土
記
』
蚕
桑
条
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
ア

ン
コ
ー
ル
朝
の
人
々
で
養
蚕
に
携
わ
る
者
は
お
ら
ず
、
木
綿
布
を
織
る
だ
け
で

あ
り
（
㉒
）
、
繭
か
ら
糸
を
引
き
出
す
技
術
も
な
く
、
手
で
撚
り
合
わ
せ
て
糸
状

に
整
え
、
高
機
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
腰
機
で
織
り
上
げ
て
い
た
（
㉓
）。
そ
し

て
、
近
年
、
暹
人
が
来
居
し
て
蚕
桑
を
操
業
す
る
者
も
現
れ
、
桑
も
蚕
の
種
も
、

す
べ
て
暹
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
㉔
）
。
ま
た
、
彼
ら
暹
人
は
皁
の

綾
織
の
布
を
織
っ
て
着
て
い
る
（
㉖
）
。 

こ
の
一
節
に
よ
り
、
周
達
観
が
訪
問
し
た
一
三
世
紀
末
以
前
の
ア
ン
コ
ー
ル

朝
に
お
い
て
、
自
国
の
絹
織
物
は
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
留
意
し
た
い

の
は
、「
蚕
桑
」
が
な
い
こ
と
が
、
す
な
わ
ち
、
絹
糸
を
用
い
た
染
織
品
を
製
産

し
て
い
な
い
こ
と
に
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。 

絹
糸
を
吐
く
昆
虫
、
い
わ
ゆ
る
絹
糸
昆
虫
に
は
、
家
蚕
（
図
１
）
と
野
蚕
（
図

２
）
と
が
あ
る
。
家
蚕
は
室
内
で
飼
わ
れ
る
養
蚕
で
あ
り
、
カ
イ
コ
ガ
科
に
属

し
、
桑
を
餌
と
す
る
。
一
方
、
野
蚕
は
天
然
の
も
の
で
、
多
く
は
ヤ
マ
マ
ユ
ガ

科
に
属
す
る
蛾
を
指
し
、
こ
ち
ら
は
桑
の
葉
は
食
べ
な
い(

22)

。
そ
の
た
め
、

上
記
の
一
文
は
、
家
蚕
絹
糸
を
用
い
た
絹
織
物
は
製
産
さ
れ
て
お
ら
ず
、
暹
人

が
も
た
ら
し
た
桑
と
蚕
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を

指
す
。 

日
本
の
家
蚕
の
代
表
的
な
品
種
と
し
て
は
、
小
石
丸
な
ど
が
あ
る
。
一
方
、

イ
ン
ド
の
代
表
品
種
は
タ
サ
ー
ル
蚕
、
そ
し
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
含
め
て
東
南

ア
ジ
ア
の
代
表
的
な
品
種
は
ク
リ
キ
ュ
ラ
蚕
で
あ
り
、
現
在
は
ほ
ぼ
養
蚕
化
さ

れ
て
い
る
が
、
も
と
は
と
も
に
野
蚕
で
あ
る(

23)

。
ヨ
ル
ダ
ン
に
お
い
て
八
世

紀
に
イ
ン
ド
で
織
ら
れ
た
タ
サ
ー
ル
蚕
の
経
緯
絣
の
断
片
が
発
掘
さ
れ
て
お
り

(

24)

、
タ
サ
ー
ル
蚕
絹
糸
に
よ
る
絣
技
法
の
織
物
が
、
八
世
紀
に
は
製
産
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
イ
ン
ド
産
絹
織
物
、
特
に
経
緯
絣
（
パ
ト
ラ
）
が
、

ジ
ャ
ワ
島
を
は
じ
め
と
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
支
配
者
階
級
に
お
い
て
珍
重
さ

れ
て
い
た
こ
と
も
報
告
さ
れ
て
い
る 

(

25)

。 

『
瀛
涯
勝
覧
』（
一
四
五
一
年
頃
）
に
お
け
る
古
里
国
の
絹
織
物
、「
蚕
絲
練

染
各
色
織
間
道
花
手
巾
」
も
、
絹
糸
を
束
ね
て
そ
れ
ぞ
れ
の
色
に
染
め
て
織
り

成
す
絣
の
よ
う
で
あ
る
。
遡
れ
ば
、
宋
『
諸
蕃
志
』
巻
上
、
注
輦
国
条
に
お
い

て
も
、
注
輦
（
チ
ョ
ー
ラ
朝
）
で
は
「
地
産
真
珠
象
牙
珊
瑚
玻
璃
檳
榔
豆
蔻
琉

璃
色
絲
布
吉
貝
布
」（
傍
線
は
筆
者
）
と
あ
り
、
南
イ
ン
ド
で
は
絹
織
物
（
絲
布
）

が
吉
貝
布
と
と
も
に
織
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
絲
」
が

野
蚕
の
タ
ッ
サ
ー
蚕
の
絹
糸
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
闍
婆
（
ジ
ャ
ワ
）
な
ど

も
「
亦
務
蚕
織
有
雑
色
繡
絲
吉
貝
綾
布
」
（
『
諸
蕃
志
』
巻
上
、
闍
婆
国
条
。
傍

線
は
筆
者
）
の
よ
う
に
蚕
織
（
絹
織
物
）
が
あ
る
こ
と
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
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「
吉
陽
軍
在
黎
母
山
之
西
南
郡
治
州
吉
陽
県
基
也
（
中
略
）
婦
人
不
事
蚕
桑
惟

織
吉
貝
」
（
『
諸
蕃
志
』
巻
下
、
海
南
条
。
傍
線
は
筆
者
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に

こ
れ
を
「
蚕
桑
」
と
し
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
は
野
蚕
の
繭
か
ら
紡
ぐ
糸
に

よ
る
織
物
で
あ
る
こ
と
も
想
定
し
て
お
き
た
い
。 

中
国
産
、
す
な
わ
ち
家
蚕
絹
糸
で
は
な
い
た
め
に
「
帛
」
と
表
記
し
な
い
の

か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
精
査
が
求
め
ら
れ
る
が
、
以
上
の
よ
う
に
、

イ
ン
ド
産
絹
織
物
が
「
花
布
」
と
し
て
ア
ン
コ
ー
ル
朝
に
受
容
さ
れ
て
い
た
可

能
性
、
そ
れ
と
と
も
に
、
野
蚕
は
山
林
に
生
息
す
る
身
近
な
も
の
で
あ
る
た
め
、

ア
ン
コ
ー
ル
朝
に
お
い
て
も
、
野
蚕
か
ら
紡
い
だ
絹
糸
に
よ
る
織
物
が
あ
っ
た

可
能
性
も
、
皆
無
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、『
諸
蕃
志
』
巻
上
、

真
臘
国
条
の
「
土
産
象
牙
暫
速
細
香
粗
熟
香
黄
黃
蠟
翠
毛
（
中
略
）
蘇
木
生
絲

綿
布
等
物
」（
傍
線
は
筆
者
）
に
お
け
る
「
絲
」
は
「
綿
布
」
で
は
な
い
、
す
な

わ
ち
、
野
蚕
の
絹
糸
を
指
す
可
能
性
も
あ
る
。 

そ
し
て
、
こ
の
野
蚕
絹
糸
に
よ
る
織
物
は
、
中
国
産
絹
織
物
（
す
な
わ
ち
家

産
絹
糸
の
織
物
）
と
機
能
性
に
お
い
て
大
き
く
異
な
る
。
家
蚕
は
「
緻
密
性
繭

糸
」
で
あ
る
の
に
対
し
野
蚕
は
「
多
孔
性
繭
糸
」
で
あ
り
（
図
３
）
、
そ
の
た
め
、

野
蚕
の
繭
糸
は
伸
縮
性
に
富
み
、
通
気
性
、
放
熱
・
放
湿
性
、
抗
菌
性
、
紫
外

線
遮
蔽
（
Ｕ
Ｖ
カ
ッ
ト
）
効
果
の
点
に
お
い
て
家
蚕
絹
糸
に
比
べ
優
れ
て
い
る

と
さ
れ
る(

26)

。
ア
ン
コ
ー
ル
朝
の
環
境
下
に
お
い
て
着
衣
と
し
て
適
し
て
い

る
の
が
野
蚕
絹
糸
の
織
物
で
あ
る
こ
と
は
、
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。 

ア
ン
コ
ー
ル
・
ワ
ッ
ト
（
一
二
世
紀
前
半
）
の
デ
ヴ
ァ
タ
ー
（
女
神
）
像
の

な
か
に
は
、
細
か
な
柄
が
刻
出
さ
れ
た
織
布
表
現
を
見
出
せ
る
（
図
９-

１
・
２
）
。

地
模
様
と
し
て
単
一
花
文
が
施
さ
れ
、格
子
目
の
中
に
花
文
を
入
れ
る
も
の
（
図

10
）
、
帯
状
の
区
画
の
中
に
一
列
に
花
文
を
配
す
る
も
の
も
あ
る
。
バ
イ
ヨ
ン

や
プ
レ
ア
・
カ
ン
（
一
二
世
紀
後
半
）
の
祠
堂
外
壁
の
デ
ヴ
ァ
タ
ー
像
（
図
11-

１
・
２
）
な
ど
に
も
、
花
文
入
り
の
格
子
柄
は
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ

う
な
花
文
入
り
格
子
柄
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
フ
ス
タ
ー
ト
遺
跡
よ
り
出
土
し
た
イ

ン
ド
・
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
産
の
織
物
（
図
12
）
な
ど
を
想
起
さ
せ
る
。
な
お
、
尊

像
の
ま
と
う
布
地
と
見
ら
れ
る
部
分
に
、
プ
リ
ー
ツ
や
ド
レ
ー
プ
以
外
の
、
文

様
を
刻
出
す
る
例
は
ア
ン
コ
ー
ル
・
ワ
ッ
ト
期
の
作
例
に
入
っ
て
認
め
ら
れ
る
。 

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
一
枚
の
巾
（
き
れ
・
ぬ
の
）
を
腰
に
巻
き
付
け
て
着
装

し
て
お
り
、
裁
断
し
縫
製
し
て
仕
立
て
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
巾
の

外
区
（
周
縁
部
）
と
内
区
の
地
模
様
が
区
分
さ
れ
、
装
着
し
た
際
に
見
え
る
部

分
へ
の
配
慮
を
必
要
と
す
る
。
こ
う
し
た
染
織
布
の
文
様
構
成
は
、
裁
断
・
縫

製
し
て
衣
類
に
仕
立
て
る
こ
と
が
通
常
の
中
国
製
の
染
織
布
に
お
い
て
は
意
識

さ
れ
る
可
能
性
は
低
い
。
ま
た
、
先
述
の
よ
う
に
、
家
蚕
の
生
糸
で
織
り
上
げ

る
中
国
産
の
絹
織
物
で
は
、
そ
の
絹
糸
の
性
質
か
ら
、
ア
ン
コ
ー
ル
朝
の
気
候

に
お
い
て
快
適
と
は
言
い
難
い
。
そ
の
た
め
、「
華
麗
精
美
」
に
し
て
「
精
巧
而

細
様
」
の
「
花
布
」
と
し
て
、
イ
ン
ド
産
絹
織
物
も
考
慮
に
入
れ
ら
れ
る
と
考

え
る
。 

そ
の
一
方
で
、
ア
ン
コ
ー
ル
・
ワ
ッ
ト
第
一
廻
廊
浮
彫
お
よ
び
バ
イ
ヨ
ン
内

廻
廊
・
外
廻
廊
浮
彫
に
お
い
て
も
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
、
屋
外
の
傘
蓋
・
幡
、

屋
内
の
垂
幕
、
象
や
馬
の
背
当
て
布
、
兵
士
の
上
着
の
他
に
も
、
染
織
品
で
は

な
い
部
分
（
祠
堂
・
宮
殿
建
築
の
屋
根
、
盾
な
ど
の
武
具
）
に
も
同
じ
花
文
が

一
様
に
彫
出
さ
れ
る
箇
所
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
特
に
大
画
面
構
成
の
浮
彫

に
お
い
て
、
染
織
品
の
文
様
を
ど
れ
だ
け
具
体
的
に
意
識
し
、
区
分
で
き
て
い
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た
の
か
、
作
例
ご
と
に
見
分
け
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。 

家
蚕
の
繭
か
ら
は
、
均
質
で
す
べ
や
か
な
糸
を
繭
か
ら
直
に
引
き
出
す
こ
と

が
で
き
る
（
図
４
）
。
な
お
、
家
蚕
で
あ
っ
て
も
、
時
に
は
い
び
つ
な
形
状
や
孔

が
開
い
て
し
ま
う
も
の
も
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
く
ず
繭
」
で
あ
る
。
こ
う
し
た

「
く
ず
繭
」
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
糸
は
、
所
々
に
「
節
」
と
呼
ば
れ
る
凹
凸
が

生
じ
、
細
い
太
い
に
ム
ラ
が
で
き
る
こ
と
も
あ
る
。
上
記
の
よ
う
な
、
繭
か
ら

直
接
引
き
出
す
い
わ
ゆ
る
「
生
糸
」
と
は
異
な
り
、
一
端
繭
を
ば
ら
し
て
綿
状

（
真
綿
〔
ま
わ
た
〕
、
図
５
）
に
し
、
こ
の
真
綿
か
ら
繊
維
を
引
き
出
し
て
紡
績

す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
紬
糸
」
が
あ
る
。
生
糸
と
紬
糸
は
質
感
も
光
沢
感
も
異
な

り
、
紬
糸
に
は
太
細
や
毛
羽
立
ち
が
あ
る
た
め
、
細
密
な
柄
織
に
は
や
や
難
も

あ
る
よ
う
で
あ
る(

27)

。 

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
現
在
、
ヤ
マ
マ
ユ
ガ
科
の
ク
リ
キ
ュ
ラ
蚕
を
原
種
と
し

て
品
種
改
良
さ
れ
た
「
カ
ン
ボ
ウ
ジ
ュ
種
」（
図
６
）
が
主
に
使
用
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
あ
る(

28)

。
現
在
ほ
ぼ
養
蚕
化
さ
れ
て
い
る
カ
ン
ボ
ウ
ジ
ュ
種
の
繭
か

ら
は
、
生
糸
も
紬
糸
も
得
る
こ
と
が
で
き
る
（
図
７
）
。
し
か
し
、
先
に
触
れ
た

よ
う
に
、
原
種
の
ク
リ
キ
ュ
ラ
蚕
は
特
に
多
孔
性
質
で
繊
維
が
弱
い
た
め
、
紬

糸
し
か
で
き
な
い
と
さ
れ
る(

29)

。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
れ
ば
、
ア
ン
コ
ー
ル
朝

に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
た
㉓
「
但
以
手
〔
捏
成
〕
条
」
が
、
野
蚕
の
真
綿
か
ら

紡
ぎ
出
す
製
糸
方
法
の
こ
と
を
表
す
可
能
性
も
あ
ろ
う
。 

ま
た
、
原
種
の
ク
リ
キ
ュ
ラ
蚕
の
紬
糸
で
は
、
緻
密
な
文
様
を
織
り
込
ん
だ

布
地
に
は
な
り
に
く
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
こ
そ
⑯
「
甚
麤
厚
花
紋
甚
別
」
で
あ

り
、
や
や
飛
躍
が
過
ぎ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
ア
ン
コ
ー
ル
朝
の
「
精
巧
で
細

文
で
は
な
い
」
布
、「
疎
」
な
る
布
と
し
て
、
国
産
の
野
蚕
絹
糸
の
織
布
も
、
こ

の
範
疇
に
入
り
得
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。 

 

四 

ア
ン
コ
ー
ル
朝
に
お
け
る
舶
来
染
織
品
の
受
容 

（
一
行
あ
け
） 

ア
ン
コ
ー
ル
・
ワ
ッ
ト
第
一
廻
廊
の
壁
面
（
図
13
）
に
は
、
巻
き
上
が
る
茎

を
も
つ
細
か
な
草
花
文
が
浮
彫
さ
れ
て
い
る
。
タ
・
ネ
イ
（
一
二
世
紀
後
半
）

の
外
壁
浮
彫
（
図
14
）
に
も
、
こ
れ
が
や
や
形
式
化
し
て
は
い
る
が
、
茎
の
巻

き
込
み
の
強
い
草
花
文
が
認
め
ら
れ
る
。
一
方
、
ア
ン
コ
ー
ル
・
ワ
ッ
ト
第
一

廻
廊
浮
彫
（
図
15
）
や
バ
ン
テ
ア
イ
・
ク
デ
イ
（
一
二
世
紀
後
半
）
祠
堂
外
壁

浮
彫
（
図
16
）
、
バ
イ
ヨ
ン
（
一
二
世
紀
後
半
～
一
三
世
紀
初
）
外
廻
廊
浮
彫

（
図
17
）
に
お
い
て
は
、
茎
の
巻
き
込
み
の
緩
さ
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。
こ

れ
は
、
北
宋
・
南
宋
の
茎
の
巻
き
込
み
の
強
い
草
花
文
（
図
18
、
図
19
）
か

ら
、
次
第
に
こ
の
茎
が
伸
び
て
行
く
傾
向
を
見
せ
（
図
20
）
、
元
で
は
茎
の
連

結
・
連
続
性
が
強
く
な
る
も
の
も
あ
り
（
図
21
）
、
元
か
ら
明
の
移
行
期
か
と

思
わ
れ
る
段
階
に
な
る
と
、
茎
の
湾
曲
の
パ
タ
ー
ン
化
の
強
ま
り
も
認
め
ら
れ

る
（
図
22
）
。
こ
の
よ
う
な
、
中
国
産
織
物
の
、
特
に
絹
織
物
の
文
様
の
全
体

的
傾
向
が
ア
ン
コ
ー
ル
朝
の
寺
院
壁
面
の
浮
彫
に
お
い
て
も
看
取
で
き
、
特
に

バ
イ
ヨ
ン
外
廻
廊
浮
彫
に
お
い
て
は
、
中
国
の
牡
丹
唐
草
文
さ
え
思
わ
せ
る
。 

バ
イ
ヨ
ン
中
心
祠
堂
外
壁
の
浮
彫
（
図
23-

１
・
２
）
お
よ
び
プ
レ
ア
・
カ

ン
の
祠
堂
窓
枠
浮
彫
（
図
24
）
に
、
四
弁
花
な
い
し
六
弁
花
入
り
の
い
わ
ゆ
る

七
宝
繋
文
に
似
た
パ
タ
ー
ン
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
エ
ジ
プ
ト
・

フ
ス
タ
ー
ト
遺
跡
出
土
の
イ
ン
ド
・
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
産
と
さ
れ
る
布
（
一
三
世

紀
、
木
型
捺
染
か
、
ア
ッ
シ
ュ
モ
レ
ア
ン
博
物
館
蔵
、
図
25
）
が
比
較
例
と
し
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て
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た(

30)

。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
浮
彫
文
様
は
建
造
物
の

窓
枠
な
い
し
窓
の
垂
幕
（
カ
ー
テ
ン
）
部
分
で
あ
る
た
め
、
後
述
の
よ
う
に
、

中
国
産
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。
同
系
統
の
文
様
と
し
て
遼
代
の
七

宝
繋
文
様
錦
裂
（
一
〇
世
紀
、
九
州
国
立
博
物
館
蔵
、
図
26
）
な
ど
が
想
起
さ

れ
る
し
、
宝
山
一
号
墓
・
二
号
墓
の
壁
画
に
描
か
れ
た
人
物
像
の
着
衣
（
図
27

-

１
・
２
）
に
そ
れ
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
物
像
の
着
衣
は
、
唐
代
に

顕
著
な
、
幾
何
学
形
に
左
右
対
称
に
花
文
や
鳥
文
を
反
復
・
展
開
さ
せ
て
組
み

合
わ
せ
る
系
統
か
ら
展
開
す
る
、
輪
繋
や
七
宝
繋
の
錦
織
を
用
い
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
明
代
の
宋
式
錦
盤
形
四
季
花
卉
文
様(

31)

（
図
28
）
な
ど
も
参
考
に

な
ろ
う
。 

『
真
臘
風
土
記
』
に
お
い
て
、
装
飾
さ
れ
た
日
傘
に
は
中
国
産
の
「
紅
絹
」

が
（
官
属
条
⑥
）
、
同
じ
く
雨
傘
に
は
「
緑
絹
」
（
官
属
条
⑤
）
が
用
い
ら
れ
、

ま
た
、
舶
商
か
ら
の
献
上
品
で
あ
る
「
銷
金
縑
帛
」（
金
糸
を
織
り
込
ん
だ
、
な

い
し
は
縫
箔
の
細
か
な
絹
織
物
）
が
罩
の
装
飾
に
用
い
ら
れ
た
（
器
物
条
㉘
）

こ
と
に
触
れ
て
い
る
。
ま
た
、
宋
『
諸
蕃
志
』
巻
上
、
真
臘
国
条
に
お
い
て
、

国
王
の
宮
殿
が
「
殿
宇
雄
壮
侈
麗
特
甚
」
で
あ
り
、
そ
こ
で
「
王
坐
五
香
七
宝

床
施
宝
帳
以
紋
木
為
竿
」（
王
は
五
香
七
宝
で
飾
ら
れ
た
玉
座
に
坐
し
、
頭
上
に

は
、
木
製
の
竿
に
通
し
た
綾
織
り
の
帳
が
か
け
ら
れ
て
い
る
）
と
あ
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、
中
国
産
の
絹
織
物
は
主
に
調
度
品
と
し
て
用
い
ら
れ
た
よ

う
で
あ
る
。
一
方
、
ア
ン
コ
ー
ル
・
ワ
ッ
ト
の
デ
ヴ
ァ
タ
ー
像
の
着
衣
が
、
イ

ン
ド
産
絹
織
物
で
あ
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
と
述
べ
た
。
す
で
にG

re
e
n

も

指
摘
し
て
い
る
が
、
衣
類
用
の
染
織
布
は
イ
ン
ド
産
が
用
い
ら
れ
、
身
体
に
直

接
ま
と
う
も
の
で
は
な
い
荘
厳
用
の
染
織
布
は
中
国
産
が
受
容
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
、
あ
ら
た
め
て
指
摘
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
絹
糸
の
特

性
か
ら
も
理
に
適
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

『
真
臘
風
土
記
』
欲
得
唐
貨
条
に
お
い
て
「
以
唐
人
金
銀
為
第
一
五
色
軽
縑

帛
次
之
」
と
あ
る
よ
う
に
、
金
銀
に
次
い
で
、
中
国
産
の
「
五
色
軽
縑
帛
」（
色

と
り
ど
り
の
薄
手
の
絹
織
物
）
が
需
要
の
高
い
交
易
品
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。
当
時
、
絹
織
物
は
海
外
へ
の
持
ち
出
し
禁
止
品
だ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
が(

32)

、
中
国
産
絹
織
物
は
荘
厳
用
の
装
飾
布
と
し
て
の
受
容
に
よ
り
、

輸
入
さ
れ
続
け
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

む
す
び
に
か
え
て 

 

一
二
世
紀
前
半
、
ア
ン
コ
ー
ル
・
ワ
ッ
ト
の
建
立
者
と
し
て
知
ら
れ
る
ス
ー

リ
ヤ
ヴ
ァ
ル
マ
ン
二
世
（
在
位
一
一
一
三
～
四
五
／
五
〇
？
）
は
四
方
に
遠
征

を
繰
り
返
し
、
北
に
接
す
る
大
越
と
は
一
一
二
八
年
、
一
一
二
九
年
、
一
一
三

二
年
、
一
一
三
九
年
、
一
一
四
八
年
、
一
一
五
〇
年
と
継
続
的
な
衝
突
が
続
い

て
い
た
。
東
南
に
接
す
る
チ
ャ
ン
パ
と
も
、
一
一
二
三
年
、
一
一
四
五
、
一
一

四
九
年
と
戦
闘
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
海
域
を
挟
ん
で
対
峙
す
る
ス
マ

ト
ラ
島
の
シ
ュ
リ
ー
ヴ
ィ
ジ
ャ
ヤ
と
は
、
海
洋
交
易
の
覇
権
を
め
ぐ
る
小
競
り

合
い
が
恒
常
的
に
あ
り
、
ま
た
、
王
国
内
の
西
北
部
、
現
タ
イ
の
ロ
ッ
プ
リ
ー

地
域
に
居
住
す
る
タ
イ
族
の
ル
ヴ
ォ
の
独
立
の
兆
し
を
受
け
て
、
一
一
五
〇
年

に
鎮
圧
軍
を
進
め
て
い
る
。 

そ
の
よ
う
な
中
で
、
ス
ー
リ
ヤ
ヴ
ァ
ル
マ
ン
二
世
は
、
一
一
一
四
年
、
イ
ン

ド
の
チ
ョ
ー
ラ
朝
に
使
者
を
派
遣
し
た
。
チ
ョ
ー
ラ
朝
と
シ
ュ
リ
ー
ヴ
ィ
ジ
ャ
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ヤ
の
海
路
を
め
ぐ
る
敵
対
関
係
、
ア
ン
コ
ー
ル
と
シ
ュ
リ
ー
ヴ
ィ
ジ
ャ
ヤ
と
の

関
係
を
考
え
れ
ば
、
両
者
の
思
惑
が
一
致
し
た
結
果
で
あ
る
。
ま
た
、
宋
に
も

一
一
一
六
年
、
一
一
二
〇
年
、
一
一
二
八
年
に
使
節
を
派
遣
し
、
し
ば
ら
く
途

絶
え
て
い
た
朝
貢
関
係
を
復
活
さ
せ
て
い
る
。
ア
ン
コ
ー
ル
朝
と
宋
が
手
を
結

ぶ
こ
と
は
、
宋
に
と
っ
て
は
大
越
へ
の
牽
制
、
ア
ン
コ
ー
ル
に
と
っ
て
は
チ
ャ

ン
パ
お
よ
び
大
越
へ
の
牽
制
の
た
め
に
、
両
者
に
と
っ
て
有
効
な
も
の
で
あ
っ

た
。
ス
ー
リ
ヤ
ヴ
ァ
ル
マ
ン
二
世
の
治
世
に
お
い
て
特
に
イ
ン
ド
や
中
国
の
染

織
物
が
好
ん
で
受
容
さ
れ
て
い
た(
33)

の
は
、
こ
う
し
た
背
景
が
あ
っ
て
の
こ

と
で
あ
ろ
う
。 

ア
ン
コ
ー
ル
・
ワ
ッ
ト
期
（
一
二
世
紀
前
半
）
の
宗
教
美
術
に
お
い
て
、
イ

ン
ド
、
中
国
双
方
か
ら
の
影
響
は
、
こ
の
よ
う
な
形
で
表
出
し
て
い
る
。
パ
ラ

マ
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
ロ
カ
（
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
の
崇
高
な
る
地
へ
向
か
っ
た
王
）
と
の
諡

号
を
も
つ
ス
ー
リ
ヤ
ヴ
ァ
ル
マ
ン
二
世
の
時
代
に
認
め
ら
れ
る
ナ
ー
ラ
ー
ヤ
ナ

（
宇
宙
を
創
造
す
る
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
、
図
29
）
の
造
像
の
増
加
は
、
チ
ョ
ー
ラ
朝

の
原
理
主
義
的
な
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
信
仰
と
の
関
係
が
う
か
が
え
る
も
の
で
あ
り
、

一
方
、
ア
ン
コ
ー
ル
・
ワ
ッ
ト
第
一
廻
廊
浮
彫
の
展
開
が
イ
ン
ド
式
右
遶
で
は

な
く
左
遶
が
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
第
一
廻
廊
東
面
南
側
の
「
乳
海
攪
拌
」

浮
彫
（
図
30
）
に
お
い
て
、
イ
ン
ド
の
伝
統
的
な
配
置
（
右
に
上
位
の
デ
ー
ヴ

ァ
が
位
置
し
、
左
に
ア
ス
ラ
が
位
置
す
る
）
と
は
逆
の
方
式
、
す
な
わ
ち
、
左

に
上
位
の
神
々
が
位
置
す
る
こ
と
な
ど
は
、
中
国
と
の
関
係
を
う
か
が
わ
せ
る

(

34)

。
当
時
の
染
織
品
の
受
容
、
す
な
わ
ち
、
調
度
品
、
荘
厳
用
に
用
い
ら
れ

る
中
国
産
染
織
品
の
よ
う
に
、
見
え
方
、
構
成
、
フ
レ
ー
ム
的
な
側
面
に
中
国

式
が
採
用
さ
れ
、
そ
れ
は
、
宇
宙
観
・
死
生
観
に
関
わ
る
側
面
に
ま
で
は
影
響

を
及
ぼ
さ
な
か
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
染
織
品
の
素
材
が
持
つ
機
能
や
性

質
か
ら
、
受
け
入
れ
る
こ
と
に
難
が
あ
る
用
法
も
あ
る
よ
う
に
、
で
あ
る
。 

一
二
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
バ
イ
ヨ
ン
内
廻
廊
西
面
北
側
の
「
乳
海
攪
拌
」

浮
彫
（
図
31
）
の
よ
う
に
、
デ
ー
ヴ
ァ
と
ア
ス
ラ
の
配
置
は
イ
ン
ド
式
に
戻
る
。

す
で
に
本
稿
冒
頭
に
お
い
て
先
行
研
究
か
ら
引
用
し
た
が
、
プ
レ
ア
・
カ
ン
碑

文
（
Ｋ
．
九
〇
八
、
一
一
九
一
年
）
に
記
さ
れ
る
礼
拝
像
の
足
下
に
敷
か
れ
た

の
は
中
国
産
絹
織
物
で
あ
る
。 

そ
れ
で
は
、
モ
ン
ゴ
ル
時
代
、
す
な
わ
ち
、
ジ
ャ
ヤ
ヴ
ァ
ル
マ
ン
七
世
治
下

の
後
、
一
三
世
紀
前
半
～
一
四
世
紀
後
半
の
ア
ン
コ
ー
ル
朝(

35)

で
は
ど
う
で

あ
っ
た
の
か
。
冒
頭
に
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
時
代
の
造
像
の
偏
り
は
上
座
部

仏
教
の
受
容
に
よ
る
も
の
と
言
わ
れ
る
が
、
ア
ン
コ
ー
ル
朝
に
お
け
る
そ
の
受

容
初
期
の
様
相
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
も
多
い
。
建
築
に
お
い
て
も
造
像
に
お

い
て
も
、
取
り
組
む
べ
き
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。 

   

注 
 

 (

１)  

松
浦
史
明
「
ク
メ
ー
ル
碑
文
の
中
の
他
者
：
イ
ン
ド
と
中
国
を
中
心
と
し
て
」
、

『
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
文
化
復
興
』
二
四
、
二
〇
〇
九
年
お
よ
び
「
刻
文
史
料

に
み
る
ジ
ャ
ヤ
ヴ
ァ
ル
マ
ン
７
世
時
代
の
寺
院
と
尊
像
（
１
）
：
バ
ン
テ
ア

イ
・
ク
デ
イ
寺
院
の
歴
史
的
位
置
付
け
を
め
ぐ
っ
て
」
、
『
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

文
化
復
興
』
三
四
、
二
〇
二
五
年
。 
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(
２)  

宮
﨑
晶
子
「
ア
ン
コ
ー
ル
王
朝
に
お
け
る
宗
教
図
像
の
芸
術
表
現
に
つ
い

て
：
「
西
洋
布
」
と
ク
メ
ー
ル
彫
刻
の
文
様
に
関
す
る
比
較
研
究
」
、
『
ア
ン

コ
ー
ル
遺
跡
を
科
学
す
る
』
一
二
、
二
〇
〇
七
年
。 

(

３)  

『
真
臘
風
土
記
』
総
叙
、
「
元
貞
之
乙
未
六
月
聖
天
子
遣
使
招
諭
俾
余
従
行

以
次
年
丙
申
二
月
離
明
州
二
十
日
自
温
州
港
口
開
洋
三
月
十
五
日
抵
占
城

途
中
逆
風
不
利
秋
七
月
始
至
遂
得
臣
服
至
大
徳
丁
酉
六
月
回
舟
八
月
十
二

日
抵
四
明
」
。 

(

４)  
 

和
田
久
徳
訳
注
『
真
臘
風
土
記
』
東
洋
文
庫
五
〇
七
、
平
凡
社
、
一
九
八

九
年
〔
初
版
〕
・
一
九
九
九
年
〔
第
二
版
〕
、
一
三
九
頁
。 

(

５)  

次
の
論
著
は
い
ず
れ
も
『
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
染
織
』
福
岡
市
美
術
館
、
二
〇
〇

三
年
に
採
録
さ
れ
る
。 

・
岩
永
悦
子
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
染
織
：
チ
ャ
ム
人
の
果
た
し
た
役
割
を
中
心

に
」
、
一
三
八
～
一
四
四
頁 

・
植
村
和
代
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
織
物
文
化
」
、
一
二
四
～
一
三
〇
頁 

・
小
川
紀
子
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
絣
と
ナ
ー
ガ
」
、
一
三
一
～
一
三
七
頁 

(

６)  
 

朝
日
由
実
子
に
よ
る
次
の
論
著
な
ど
が
あ
る
。 

・「
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
け
る
消
費
社
会
の
到
来
と
高
級
染
織
の
興
隆
：
衣
服
と

し
て
の
高
級
絹
絣
ホ
ー
ル
の
変
化
と
衣
装
カ
タ
ロ
グ
雑
誌
の
誕
生
」
、
『
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
文
化
復
興
』
二
一
、
二
〇
〇
八
年 

・
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
メ
コ
ン
河
支
流
沿
い
に
お
け
る
絹
織
物
生
産
と
地
域
社

会
：
ス
ロ
ッ
ク
・
チ
ョ
ム
カ
ー
と
ス
ロ
ッ
ク
・
ス
ラ
エ
の
関
係
を
中
心
に
」
、

『
社
会
情
報
研
究
』
第
一
〇
号
、
二
〇
一
二
年 

・「
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
け
る
絹
織
物
業
と
文
化
的
重
層
性
に
つ
い
て
：
華
人
系

ク
メ
ー
ル
人
の
役
割
を
中
心
と
し
て
」
、
『
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
文
化
復
興
』
二

九
、
二
〇
一
六
年 

(

７)  
G

illia
n

 G
re

e
n

, T
ra

d
itio

n
a

l T
e
x
tile

s o
f C

a
m

b
o
d

ia
: C

u
ltu

ra
l 

T
h

re
a

d
s a

n
d

 M
a

te
ria

l H
e
rita

g
e
, B

a
n

g
k

o
k

 R
iv

e
r B

o
o
k

s
 2

0
0

3
. 

(

８)  
G

illia
n

 
G

re
e
n

, 

“T
e
x
tile

s
 
a

t 
th

e
 
K

h
m

e
r 

C
o
u

rt, 
A

n
g
k

o
r

”, 
in

 

J
a

n
e
 P

u
r
a

n
a

n
a

n
d

a
, T

h
ro

u
g
h

 th
e
 T

h
re

a
d

 o
f T

im
e
: S

o
u

th
e
a

st 

A
sia

n
 T

e
x
tile

s
, B

a
n

g
k

o
k

 R
iv

e
r B

o
o
k

s
 2

0
0

4
, p

p
.1

0
-2

5
. 

(

９)  

バ
イ
ヨ
ン
内
廻
廊
の
浮
彫
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｓ
Ａ
（
日
本
国
政

府
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
保
存
チ
ー
ム
）
美
術
史
班
の
報
告
と
し
て
、
以
下
に

そ
の
一
端
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
朴
亨
國
・
水
野
さ
や
「
《
美
術
史
》
８
．

バ
イ
ヨ
ン
の
内
廻
廊
レ
リ
ー
フ
に
関
す
る
報
告
Ⅰ
」
、
中
川
武
監
修
『
ア
ン

コ
ー
ル
遺
跡
調
査
報
告
書
２
０
０
３
』
日
本
国
政
府
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
救

済
チ
ー
ム
・
ユ
ネ
ス
コ
文
化
遺
産
保
存
日
本
信
託
基
金
、
二
〇
〇
三
年
。 

(

10)  

青
木
正
明
「
今
に
蘇
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
絵
絣
「
ピ
ダ
ン
」
」
、
『
天
然
染
料
と

衣
服
』
日
刊
工
業
新
聞
社
、
二
〇
二
二
年
、
一
〇
八
～
一
一
八
頁
。 

(

11)  

前
掲
注(

４)

和
田
久
徳
訳
注
『
真
臘
風
土
記
』
、
一
〇
五
頁
。 

(

12)  

「
九 

黄
草
布 

不
明
。
元
朝
の
湖
州
路
（
現
浙
江
省
帰
安
県
）
の
産
物
と

し
て
、
趙
万
里
校
輯
『
大
元
一
統
志
』
（
上
海
、
一
九
六
六
年
）
巻
八
に
見

え
る
」
。
前
掲
注(

４)

和
田
久
徳
訳
注
『
真
臘
風
土
記
』
、
一
二
三
頁
。 

(
13)  

「
こ
れ
は
僧
侶
に
よ
っ
て
初
女
性
を
去
る
成
女
式
の
こ
と
」
と
さ
れ
る
。
前

掲
注(

４)

和
田
久
徳
訳
注
『
真
臘
風
土
記
』
、
一
〇
六
頁
。 

(

14)  

小
川
博
に
よ
れ
ば
、
「
紵
絲
」
は
緞
子
の
一
種
と
さ
れ
る
。
小
川
博
編
『
中

国
人
の
南
方
見
聞
録
：
瀛
涯
勝
覧
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
、
一
七
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頁
。 

(

15)  
前
掲
注(

４)

和
田
久
徳
訳
注
『
真
臘
風
土
記
』
、
一
〇
二
頁
。 

(

16)  

前
掲
注(

４)

和
田
久
徳
訳
注
『
真
臘
風
土
記
』
、
一
〇
三
頁
。 

(

17)  

前
掲
注(
４)

和
田
久
徳
訳
注
『
真
臘
風
土
記
』
、
一
〇
三
頁
。 

(

18)  

「
純
花
布 
下
記
の
「
疎
花
布
」
に
対
し
て
、
良
質
で
精
巧
な
更
紗
を
い
う

と
考
え
ら
れ
る
」
。
前
掲
注(

４)

和
田
久
徳
訳
注
『
真
臘
風
土
記
』
、
一
〇
〇

頁
。 

(

19)  

前
掲
注(

２) 

宮
﨑
晶
子
「
ア
ン
コ
ー
ル
王
朝
に
お
け
る
宗
教
図
像
の
芸
術

表
現
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
「
西
洋
」
に
関
す
る
先
行
研
究
が
ま
と
め
ら

れ
て
お
り
、
本
稿
は
そ
れ
に
依
っ
た
。 

(

20)  

服
飾
条
（
①
④
⑤
）
、
国
主
出
入
条
（
㉛
）
も
一
律
に
「
更
紗
」
と
訳
出
さ

れ
て
い
る
。
前
掲
注(

４)

和
田
久
徳
訳
注
『
真
臘
風
土
記
』
、
八
二
頁
。 

(

21)  

前
掲
注(

４)

和
田
久
徳
訳
注
『
真
臘
風
土
記
』
、
一
〇
〇
頁
。 

(

22)  

赤
井
弘
「
野
蚕
シ
ル
ク
の
魅
力
」
、
『
繊
維
学
会
誌
』
六
三
（
九
）
、
二
〇
〇

七
年
。 

(

23)  

「
表
１ 

人
類
と
係
わ
り
の
深
い
主
な
絹
糸
昆
虫
と
繭
糸
構
造
」
、
赤
井
弘

「
シ
ル
ク
生
成
の
謎
に
迫
る
：
野
蚕
と
家
蚕
の
違
い
」
、
『
化
学
と
生
物
』

三
五
（
一
二
）
、
一
九
九
七
年
、
八
七
三
頁
。 

(

24)  
H

e
ro

 G
ra

n
g
e
r-T

a
y
lo

r,

“V
.1

0
 d

 T
h

e
 T

e
x
tile

s

”in
 K

o
n

s
ta

n
tin

o
s
 

D
. P

o
litis

, S
a

n
ctu

a
ry

 o
f L

o
t a

t D
e
ir ‘

A
in

 ‘
A

b
a

ta
 in

 J
o
rd

a
n

 

E
x
ca

v
a

tio
n

s 
1

9
8

8
–

2
0

0
3

, 
J

o
rd

a
n

 
D

is
trib

u
tio

n
 

A
g
e
n

cy
 

in
 

a
s
s
o
cia

tio
n

 w
ith

 th
e
 B

ritis
h

 M
u

s
e
u

m
 2

0
1

2
, p

p
. 3

7
8

-3
9

2
 

(

25)  

九
州
国
立
博
物
館
『
館
蔵
名
品
展 

更
紗
：
生
命
の
花
咲
く
布
』
、
二
〇
一

九
年
、
八
四
頁
。 

(

26)  

次
の
論
著
な
ど
に
よ
る
。 

・
前
掲
注(

23)

赤
井
弘
「
シ
ル
ク
生
成
の
謎
に
迫
る
」 

・
加
藤
弘
・
秦
珠
子
・
神
田
千
鶴
子
・
中
島
健
一
・
石
川
博
「
野
生
繭
糸
の

特
性
比
較
」
、
『
糸
絹
研
誌
』
八
、
一
九
九
九
年 

・
赤
井
弘
「
繭
糸
の
微
細
構
造
と
機
能
性
」
、
日
本
野
蚕
学
会
『In

te
rn

a
tio

n
a

l 

J
o
u

rn
a

l o
f W

ild
 S

ilk
m

o
th

 a
n

d
 S

ilk

』
一
七
、
二
〇
一
二
年 

(

27) 

生
糸
と
紬
糸
の
特
徴
、
そ
れ
を
用
い
た
織
り
技
法
の
特
徴
お
よ
び
風
合
い
の

差
な
ど
に
つ
い
て
は
、
金
沢
美
術
工
芸
大
学
工
芸
科
教
授
・
足
立
真
実
氏

の
ご
教
授
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。 

(

28) 

前
掲
注(

６)

朝
日
由
実
子
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
け
る
絹
織
物
業
と
文
化
的
重

層
性
に
つ
い
て
」
。 

(

29) 

加
藤
弘
・
秦
珠
子
・
安
田
公
三
・
神
田
千
鶴
子
「
野
蚕
繭
（
ア
ナ
フ
ェ
サ
ン
・

ク
リ
キ
ュ
ラ
・
ア
タ
カ
ス
）
の
精
練
染
色
と
構
造
特
性
」
、
『
日
本
蚕
糸
学

雑
誌
』
六
八
（
五
）
、
一
九
九
九
年
。 

(

30) 

前
掲
注(

７)G
re

e
n

, T
ra

d
itio

n
a

l T
e
x
tile

s o
f C

a
m

b
o
d

ia
: C

u
ltu

ra
l 

T
h

re
a

d
s a

n
d

 M
a

te
ria

l H
e
rita

g
e

、
四
〇
頁
に 

fg
.3

1

と
し
て
本
稿
の

図
25
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。G

re
e
n

は
こ
れ
を
「in

te
re

s
e
ctin

g
 ro

u
n

d
e
l 

p
a

tte
rn

 o
n

 a
 d

o
o
r fra

m
e
, b

a
s
 re

lie
f, A

n
g
k

o
r
 W

a
t

」
と
記
し
、
ア
ン

コ
ー
ル
・
ワ
ッ
ト
の
浮
彫
と
し
て
い
る
が
、
筆
者
が
確
認
し
た
限
り
で
は
、

バ
イ
ヨ
ン
中
心
祠
堂
外
壁
か
プ
リ
ア
・
カ
ン
が
正
し
い
。 

(

31) 

「
宋
式
錦
の
名
は
、
宋
時
代
に
完
成
さ
れ
た
錦
織
の
技
法
に
則
っ
た
、
と
い

う
く
ら
い
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
お
り
（
中
略
）
明
時
代
に
入
り
、（
中
略
）
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錦
に
お
い
て
も
繻
子
地
に
刺
繍
を
す
る
よ
う
に
絵
緯
を
織
り
入
れ
て
い
く

縫
取
織
が
主
流
と
な
っ
て
い
く
な
か
で
、
あ
え
て
綾
地
に
別
絡
み
の
経
糸

を
用
い
て
織
っ
た
錦
を
「
宋
式
」
と
呼
」
ぶ
。
小
笠
原
小
枝
「
（
作
品
解
説
）

宋
式
錦
盤
形
式
花
卉
文
様
（
部
分
）
」
、
『
世
界
美
術
大
全
集
』
東
洋
編
８
：

明
、
小
学
館
、
一
九
九
九
年
。 

(

32)  

「
唐
人
の
金
銀 
金
銀
は
、
銅
銭
・
鉄
貨
・
絹
織
物
・
米
糧
・
軍
器
な
ど
と

と
も
に
、
元
朝
で
海
外
持
出
し
の
禁
止
品
で
あ
っ
た
（
『
元
典
章
』
巻
二
二

に
見
え
る
至
元
三
十
年
の
市
舶
則
法
の
第
十
四
条
、『
元
史
』（
巻
一
〇
四
）
、

刑
法
志
三
、
食
貨
な
ど
参
照
）
。
そ
れ
だ
け
密
輸
出
の
利
益
が
大
き
く
、
重

要
な
商
品
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
」
。
前
掲
注(

３)

和
田
久
徳
訳
注
『
真
臘

風
土
記
』
、
一
二
二
頁
。 

(

33)  

前
掲
注(

７)G
re

e
n

, T
ra

d
itio

n
a

l T
e
x
tile

s o
f C

a
m

b
o
d

ia
: C

u
ltu

ra
l 

T
h

re
a

d
s a

n
d

 M
a

te
ria

l H
e
rita

g
e
. 

(

34) 

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
朴
亨
國
に
よ
る
指
摘
が
あ
る
。
さ
ら
に
朴
は
、

八
〇
二
年
の
ア
ン
コ
ー
ル
朝
創
設
よ
り
、
王
朝
の
聖
山
は
シ
ヴ
ァ
神
の
住

ま
う
マ
ヘ
ー
ン
ド
ラ
・
パ
ー
ル
ヴ
ァ
ー
タ
と
見
立
て
ら
れ
て
き
た
プ
ノ
ム･

ク
ー
レ
ン
で
あ
っ
た
が
、
ス
ー
リ
ヤ
ヴ
ァ
ル
マ
ン
二
世
の
時
代
に
ク
ヴ
ァ

ル
・
ス
ピ
ア
ン
に
聖
山
が
変
更
さ
れ
、「
宇
宙
を
創
造
す
る
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
神
」

の
彫
刻
が
多
数
造
ら
れ
た
こ
と
も
、
そ
の
一
環
と
指
摘
し
て
い
る
。
朴
亨

國
「
プ
レ
ア
・
ピ
ト
ゥ
の
図
像
学
研
究
（
프
레
아
피
투
의 

도
상
학 

연
구
）」
、

『

캄
보
디
아 

앙
코
르
유
적 

프
레
아
피
투 

사
원 

복
원
정
비
사
업
의 

성
과
와 

전
망
』（
第
一
回
学
術
セ
ミ
ナ
ー
発
表
資
料
集
）
、
韓
国
国
際
協
力

団
（
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）・
韓
国
文
化
財
庁
・
韓
国
文
化
財
財
団
、
二
〇
一
七
年
。 

(

35) 
 

松
浦
史
明
は
次
の
論
著
に
お
い
て
、
ジ
ャ
ヤ
ヴ
ァ
ル
マ
ン
七
世
（
在
位
一

一
八
一
～
一
二
二
〇
頃
）
の
後
の
ア
ン
コ
ー
ル
朝
の
展
開
を
、
ア
ン
コ
ー

ル
朝
内
の
構
造
的
問
題
お
よ
び
東
南
ア
ジ
ア
史
全
体
の
転
換
と
い
う
瞰
的

視
座
か
ら
論
じ
て
い
る
。
松
浦
に
よ
れ
ば
、
一
四
世
紀
は
大
き
な
転
換
期

で
あ
り
、
そ
れ
は
、「
海
上
交
易
構
造
の
変
化
や
、
上
座
部
仏
教
お
よ
び
イ

ス
ラ
ー
ム
教
の
浸
透
と
い
っ
た
信
仰
圏
の
変
容
な
ど
の
相
互
作
用
に
よ
っ

て
、
そ
れ
ま
で
の
東
南
ア
ジ
ア
で
み
ら
れ
て
い
た
「
陸
域
型
国
家
」
や
「
海

域
型
国
家
」
と
い
う
区
分
が
さ
ほ
ど
意
味
を
も
た
な
く
な
」
る
、「
海
と
陸

の
統
合
の
時
代
」
の
到
来
だ
と
総
括
す
る
。 

・
「
三
章 

仏
教
王
ジ
ャ
ヤ
ヴ
ァ
ル
マ
ン
七
世
治
下
の
ア
ン
コ
ー
ル
朝
」
、
千

葉
敏
之
編
『
一
一
八
七
年 

巨
大
信
仰
圏
の
出
現
』
歴
史
の
転
換
期
四
、

山
川
出
版
社
、
二
〇
一
九
年
、
一
三
〇
～
一
八
七
頁
。 

・
「
補
論 

東
南
ア
ジ
ア
の
十
四
世
紀
と
気
候
不
順
」
、
千
葉
敏
之
編
『
一
三

四
八
年 

天
候
不
順
と
生
存
危
機
』
歴
史
の
転
換
期
五
、
山
川
出
版
社
、

二
〇
二
三
年
、
二
四
二
～
二
五
五
頁
。 

 

【
図
版
出
典
】 

各
図
の
出
典
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
そ
の
他
は
い
ず
れ
も
筆
者
撮
影
に
よ
る
。 

図
３ 

赤
井
弘
「
シ
ル
ク
生
成
の
謎
に
迫
る
」
、
『
化
学
と
生
物
』
三
五
（
一
二
）
、

一
九
九
七
年
、
八
七
二
頁
掲
載
の
「
図
３ 

各
種
絹
糸
昆
虫
の
繭
糸
断
面
の
Ｓ

Ｅ
Ｍ
像
」
を
も
と
に
、
丸
数
字
の
挿
入
な
ど
、
一
部
を
筆
者
が
調
整
し
た
。 

図
12 
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図
18
、
図
19
、
図
20 

『
世
界
美
術
大
全
集
』
東
洋
編
６
：
南
宋
・
金
、
小
学
館
、

二
〇
〇
〇
年 

図
21 
『
世
界
美
術
大
全
集
』
東
洋
編
７
：
元
、
小
学
館
、
一
九
九
九
年 

図
22 
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図
27-

１
・
２ 

内
蒙
古
自
治
区
文
物
考
古
研
究
所
『
内
蒙
古
遼
代
壁
画
』
、
文
物

出
版
社
、
二
〇
〇
九
年 

図
28 

『
世
界
美
術
大
全
集
』
東
洋
編
８
：
明
、
小
学
館
、
一
九
九
九
年 

 

【
付
記
】 

本
稿
の
作
成
に
あ
た
り
、
染
織
技
法
と
素
材
の
理
解
に
関
し
て
金
沢
美
術
工
芸

大
学
教
授
・
足
立
真
実
氏
よ
り
多
く
の
ご
助
力
を
頂
い
た
。
福
岡
市
美
術
館
に
所

蔵
さ
れ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
染
織
品
の
調
査
に
お
い
て
は
同
館
学
芸
員
・
宮
田
太
樹
氏
、

九
州
国
立
博
物
館
所
蔵
前
田
家
伝
来
名
物
裂
の
調
査
に
お
い
て
は
同
館
研
究
員
・

桑
原
有
寿
子
氏
の
ご
協
力
を
そ
れ
ぞ
れ
頂
い
た
。
こ
こ
に
付
し
て
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
（
課
題
番
号
：
二
三
Ｋ
二
〇
〇
六
八
）

に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。 
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